On Sukenaka (祐仲) and Suketate NAKATOMI (中臣祐建) : in Relation to the Postscript of \u27Owarinokuni Gunji Hyakusho ra Gebumi (尾張国郡司百姓等解文)\u27 by 久保尾 俊郎
中
臣
祐
仲
と
祐
建
を
め
ぐ
っ
て
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
ニ
八
一
）
八
月
に
「
或
人
」
と
あ
る
。
こ
の
三
行
は
本
文
と
異
筆
で
あ
り
、
前
二
行
と
三
行
目
も
箪
が
異
な
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
中
臣
祐
仲
が
弘
安
四
年
（
一
に
注
文
し
て
「
尾
張
国
解
文
」
の
書
写
を
さ
せ
、
三
ヶ
月
後
の
十
一
月
に
「
讀
終
」
し
て
、
そ
れ
を
百
年
余
り
後
の
祐
建
が
「
博
領
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。
二
人
は
共
に
奈
良
の
春
日
社
家
の
人
物
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
『
新
修
稲
沢
市
史
博
領
了
祐
建
之
同
十
一
月
l
-
＿
日
讀
終
之
中
臣
祐
仲
弘
安
四
年
八
月
五
日
於
大
和
國
辰
市
誂
或
人
書
写
畢
書
・
識
語
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
臣
祐
仲
と
同
祐
建
は
館
蔵
資
料
中
最
も
著
名
な
も
の
の
一
っ
ー
ー
「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文
」
の
奥
書
か
ら
|
_
中
臣
祐
仲
と
祐
建
を
め
ぐ
っ
て
文」
一
巻
（
『
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
文
庫
1
2
.
1
)
の
巻
末
奥
久
保
尾
俊
郎
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゜
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
文
永
•
弘
安
年
間
は
社
会
の
転
換
期
で
、
春
日
社
で
も
各
地
で
社
領
訴
訟
が
頻
発
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
際
、
春
日
社
は
藤
氏
長
者
（
藤
原
摂
関
家
）
に
む
け
て
社
解
（
神
主
・
正
預
•
若
宮
神
主
の
一
―
―
ま
た
中
臣
祐
仲
や
祐
建
等
社
司
・
氏
人
は
社
領
の
名
主
と
し
て
百
姓
か
ら
の
訴
訟
を
受
け
、
上
洛
し
て
藤
氏
長
者
に
子
細
を
申
し
出
る
立
場
に
あ
っ
た
（
『
中
臣
祐
賢
記
』
文
永
十
年
七
月
三
日
）
。
惣
官
を
中
心
に
し
て
発
す
る
申
状
）
を
提
出
し
た
。
の
弘
安
四
年
で
は
、
祐
仲
は
十
代
の
後
半
に
さ
し
か
か
る
年
齢
で
初
参
か
ら
二
年
後
市
で
『
春
日
社
記
』
を
書
写
し
て
い
る
。
主
祐
松
記
』
）
、
祐
良
の
孫
祐
為
は
暦
応
四
年
(
-
三
四
一
）
九
月
辰
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
祐
仲
初
参
の
年
、
祖
父
祐
廣
は
七
十
七
歳
、
資
料
編
三
』
梅
村
喬
氏
解
説
）
。
書
写
さ
れ
た
場
所
の
「
大
和
國
辰
弘
安
四
年
当
時
の
正
預
中
臣
祐
貫
が
新
預
に
な
っ
た
時
、
こ
の
地
で
三
日
厨
が
行
わ
れ
（
『
中
臣
祐
賢
記
』
弘
安
二
年
正
月
二
十
三
日
）
、
拝
賀
の
行
列
が
辰
市
郷
の
宿
所
を
出
発
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
嘉
元
三
年
（
ニ
―
1
0
五
）
六
月
二
六
日
に
正
預
中
臣
祐
良
は
こ
の
地
か
ら
状
を
発
し
（
『
春
日
若
宮
神
廿
四
初
参
」
と
朱
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
の
『
中
臣
氏
系
図
付
補
任
著
名
』
に
は
同
人
に
「
弘
安
二
年
六
月
社
記
』
）
い
わ
ゆ
る
故
地
で
あ
る
。
左
京
八
条
二
坊
五
坪
の
辰
市
郷
を
賜
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
『
古
（
春
日
若
宮
神
主
祖
。
後
の
千
鳥
家
）
か
ら
四
代
目
に
あ
た
る
権
預
市
」
は
、
中
臣
氏
の
先
祖
が
常
陸
国
鹿
島
か
ら
上
洛
し
て
平
城
京
見
る
と
、
春
日
社
神
宮
預
で
あ
っ
た
時
風
の
流
れ
の
、
正
預
祐
房
祐
峯
の
一
男
祐
季
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
傍
注
に
「
祐
季
改
仲
」
と
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
『
中
臣
社
司
補
任
』
中
の
『
権
預
補
任
父
祐
峯
（
祐
廣
二
男
）
は
三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
他
の
氏
人
が
十
四
、
五
歳
で
元
服
•
初
参
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
「
尾
張
国
解
文
」
の
書
写
を
注
文
し
た
、
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
館
蔵
の
「
尾
張
国
解
文
」
の
本
文
は
一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
付
さ
れ
た
送
り
仮
名
や
訓
読
仮
名
は
最
初
の
書
写
か
ら
幾
人
も
の
人
に
よ
っ
て
随
時
付
け
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
書
誌
的
中
臣
祐
仲
は
、
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
『
中
臣
氏
系
図
』
で
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社
造
替
記
下
』
）
中
臣
祐
仲
と
祐
建
を
め
ぐ
っ
て
弘
安
十
年
(
―
二
八
七
）
十
二
月
二
十
一
日
。
氏
人
見
参
（
『
春
日
う
氏
人
は
摂
関
家
の
心
情
に
訴
え
る
文
を
作
成
す
る
必
要
に
迫
ら
申
文
は
貴
族
の
除
目
の
際
に
お
け
る
そ
れ
に
等
し
く
、
選
任
を
願
る
こ
と
は
多
く
な
い
。
弘
安
二
年
六
月
の
初
参
以
後
で
は
、
の
に
対
し
て
、
祐
仲
は
氏
人
で
終
わ
っ
た
人
で
そ
の
事
蹟
で
わ
か
祖
父
祐
廣
が
次
預
、
父
祐
峯
が
権
預
と
い
っ
た
社
司
に
な
っ
た
く）。
し
現
存
本
は
第
十
四
条
の
途
中
か
ら
第
三
十
一
条
の
は
じ
め
ま
で
を
欠
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
但
に
申
文
を
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
主
・
正
預
•
若
宮
神
主
）
の
う
ち
、
春
日
社
の
三
惣
官
（
神
場
合
、
数
家
に
分
か
れ
て
い
た
中
臣
氏
か
ら
、
各
々
所
望
す
る
氏
人
が
上
洛
し
て
藤
氏
長
者
に
申
文
を
提
出
し
選
任
を
願
い
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
『
中
臣
祐
定
記
』
寛
元
四
年
三
月
十
二
日
）
。
祐
仲
と
同
時
代
の
春
日
社
の
社
司
・
氏
人
は
貴
族
へ
の
志
向
が
強
く
、
位
階
と
官
職
を
得
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
預
職
を
所
望
す
る
正
預
方
の
社
司
に
欠
員
が
出
た
月
近
く
経
っ
て
祐
仲
が
「
尾
張
国
解
文
」
三
十
一
箇
条
を
「
讀
終
」
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
奥
書
に
あ
る
と
お
り
、
書
写
か
ら
三
ヶ
代
の
半
ば
の
年
齢
で
あ
り
、
権
預
職
を
所
望
し
て
自
ら
藤
氏
長
者
比
較
的
初
学
の
人
々
が
参
加
し
て
読
み
継
が
れ
書
ぎ
継
が
れ
て
い
父
祐
峯
は
六
十
歳
で
権
預
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
祐
仲
は
六
十
た
「
尾
張
国
解
文
」
は
、
十
代
後
半
の
祐
仲
の
よ
う
に
、
若
く
て
か
ら
知
ら
れ
る
。
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
鎌
倉
時
代
の
春
日
社
家
で
書
写
・
伝
領
さ
れ
れ
て
権
預
に
な
れ
ず
（
『
権
預
補
任
次
第
』
）
と
い
っ
た
事
実
が
史
料
語
釈
が
付
け
加
え
ら
れ
た
り
、
さ
し
て
む
ず
か
し
い
と
は
思
え
な
い
言
葉
に
訓
読
仮
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
嘉
暦
四
年
（
二
＝
二
九
）
六
月
十
五
日
。
中
臣
能
高
に
越
え
ら
と
い
っ
た
経
歴
が
わ
か
り
、
め
が
多
い
こ
と
、
ま
た
稚
拙
な
文
字
が
目
に
つ
い
た
り
、
新
た
に
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
の
中
に
は
、
な
ぞ
り
、
書
き
改
印
叢
書
古
文
書
集
一
』
福
井
俊
彦
氏
解
題
）
。
そ
の
付
さ
れ
た
仮
名
正
安
三
年
（
ニ
―
1
0
1
)
三
月
十
六
日
。
社
頭
警
固
役
（
『
春
日
若
宮
神
主
祐
春
記
』
）
正
和
二
年
(
-
三
―
―
―
-
）
七
月
二
日
。
社
頭
警
固
役
（
同
右
）
- 39 -
そ
れ
に
し
て
も
中
臣
祐
仲
が
存
命
中
に
「
尾
張
国
解
文
」
の
他
祐
建
は
『
臨
時
御
神
楽
之
記
月
』
、
『
春
日
社
御
造
営
記
応
永
三
十
四
年
』
、
『
御
造
替
日
記
れ
て
い
る
（
関
靖
氏
編
『
金
沢
文
庫
本
図
録
』
解
説
）
。
応
永
十
三
年
六
月
ー
同
閏
六
要
文
』
一
冊
に
合
綴
）
が
現
在
の
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
い
る
。
代
の
書
写
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
「
尾
張
国
申
状
」
（
『
仲
文
章
に
な
る
の
を
は
ば
か
っ
て
、
祐
憲
、
祐
勝
、
祐
憲
と
名
を
変
え
て
世
に
知
ら
れ
て
い
た
。
「
解
文
」
か
ら
佳
句
を
抄
出
し
た
鎌
倉
時
に
あ
た
る
。
そ
の
間
祐
建
は
六
代
将
軍
義
教
、
七
代
義
勝
と
同
名
編
纂
所
蔵
本
」
奥
書
）
、
四
六
耕
麗
文
を
含
む
一
種
の
名
文
と
し
て
た
五
十
年
余
り
の
間
は
、
四
代
将
軍
義
持
か
ら
八
代
義
政
の
時
代
「
解
文
」
は
当
時
「
尾
張
国
申
文
」
と
も
呼
ば
れ
（
「
東
大
史
料
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
春
日
社
も
繁
栄
し
た
。
祐
建
が
社
司
で
あ
っ
足
利
将
軍
家
は
二
代
義
詮
、
三
代
義
満
と
南
都
保
護
に
つ
と
し
、
そ
れ
を
若
い
氏
人
が
熱
心
に
読
ん
で
勉
強
し
て
い
た
事
実
の
康
正
三
年
(
-
四
五
七
）
卒
（
八
十
四
歳
）
と
あ
る
。
人
物
が
三
百
年
程
前
の
訴
状
で
あ
る
「
尾
張
国
解
文
」
を
書
写
こ
う
し
た
事
情
が
、
頻
発
し
て
い
た
社
領
訴
訟
で
申
状
を
作
成
り
、
文
章
の
完
成
に
努
め
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。
春
日
若
宮
社
家
（
千
鳥
家
）
の
人
で
、
祐
仲
の
祖
父
祐
廣
の
兄
祐
お
り
、
そ
の
際
先
祖
の
書
い
た
申
文
を
参
考
に
し
て
案
文
を
作
「
尾
張
国
解
文
」
を
伝
領
し
た
中
臣
祐
建
は
、
祐
仲
と
同
じ
く
゜
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
興
味
深
い
。
宮
神
主
文
書
』
中
の
『
大
中
臣
申
状
案
』
を
見
る
と
、
若
宮
神
主
職
を
一
家
相
承
し
た
と
さ
れ
る
若
宮
神
主
千
鳥
家
の
人
々
で
さ
え
、
祐
房
以
来
代
々
若
宮
神
主
職
を
所
望
し
て
申
文
を
提
出
し
て
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
の
春
日
社
家
の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幸
か
ら
六
代
目
、
祐
仲
か
ら
百
年
余
り
後
の
足
利
将
軍
時
代
の
人
で
あ
る
。
「
辰
市
家
系
譜
」
（
『
春
日
神
社
文
書
第
一
1
』
）
に
よ
る
と
、
応
永
十
年
(
-
四
01
―
-
）
権
預
、
文
安
二
年
(
-
四
四
五
）
正
預
、
補
写
）
、
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
『
春
日
社
若
の
現
存
古
写
本
、
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
本
（
応
長
元
年
（
ニ
―
―
―
-
）
真
福
寺
蔵
本
（
正
中
二
年
（
ニ
ニ
ニ
五
）
写
）
も
書
写
さ
れ
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千
鳥
家
系
図
中
臣
姓
楽
所
日
記
、
（
『
新
修
春
日
社
社
司
補
任
記
』
大
東
延
篤
編
に
よ
る
）
ー
祐
平
ー
祐
貫
正
預
若
宮
神
主
祐
房
ー
ー
祐
政
I
祐
網
ー
ー
祐
幸
ー
祐
種
ー
祐
敦
ー
祐
岡
I
祐
恵
ー
＿
祐
建
改
祐
仲
ー
祐
廣
祐
業
一ー
祐
峯
l:
〔参
考
〕
ー
祐
重
ー
祐
明
ー
祐
定
ー
祐
賢
ー
祐
春
中
臣
祐
仲
と
祐
建
を
め
ぐ
っ
て
ー
祐
通
た
、
特
定
の
事
柄
に
つ
い
て
記
録
し
た
祐
建
の
残
し
た
も
の
と
同
る。
（
＜
ぽ
お
と
し
ろ
う
図
書
館
特
別
資
料
室
）
臣
祐
建
に
伝
領
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
れ
た
「
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文
」
も
、
文
書
を
日
記
等
に
書
写
し
、
そ
う
し
た
方
法
で
保
存
し
て
お
く
習
慣
の
あ
っ
た
春
日
社
家
の
中
で
継
承
さ
れ
、
百
年
後
の
中
な
日
次
記
と
、
御
八
講
日
記
、
造
替
日
記
と
い
っ
弘
安
四
年
八
月
に
大
和
国
辰
市
で
中
臣
祐
仲
の
注
文
で
書
写
さ
春
日
社
家
の
日
記
に
は
、
公
務
日
誌
で
あ
る
社
家
日
記
の
よ
う
（
『
中
臣
祐
賢
記
』
建
治
元
年
八
月
七
日
）
。
り
修
補
し
な
が
ら
今
日
ま
で
伝
領
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
よ
う
に
長
文
で
詳
細
に
わ
た
る
場
合
は
別
紙
に
書
き
写
し
て
い
る
家
の
人
々
は
多
く
の
日
記
を
残
し
た
。
そ
れ
を
子
孫
が
書
写
し
た
写
し
て
日
記
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
申
状
の
食
」
さ
れ
て
お
り
（
『
中
臣
祐
定
記
』
寛
元
四
年
一
―
一
月
―
-
+
―
―
一
日
）
、
社
通
す
る
特
徴
の
―
つ
は
、
到
来
し
た
多
数
の
文
書
を
そ
の
ま
ま
書
春
日
社
家
は
鎌
倉
時
代
に
京
都
の
貴
族
か
ら
「
日
記
家
卜
聞
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
共
き
残
し
て
い
る
。
は
社
家
の
記
録
と
し
て
残
す
た
め
に
、
ま
た
子
孫
の
参
考
に
資
す
文
安
二
年
ー
同
四
年
』
と
い
っ
た
春
日
社
の
記
録
（
日
記
）
を
書
一
性
格
の
別
記
・
部
類
記
の
二
種
類
の
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
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